詒 だま 



美 南 T- 口 



すると さむらいが、 すらりと 刀 をぬ いて、 お母さん 

と 子どもたち のまえ にやつ てきました。 

お母さん はまつ さおに なって、 子どもたち を かばい 

ました。 いねむりの じゃま をした 子どもたち を、 さむ 

ら いがきり- J ろす と 思 つたので す。 

あめ 

「飴 だま を 出せ ご 

とさむ らいはい いました。 

あめ 

お母さん は おそるおそる 飴 だま を さしだしました。 

さむらい は それ を 舟のへ りに のせ、 刀でば ちんと 二 

つに わりました。 

そして、 



底本" 「ごんぎ つね 新 美南吉 童話 作品 集 ー」 ての り 文 

庫、 大日 本 図書 

1988 (昭和 S) 年 7 月 8 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「校定 新 美南吉 全集」 大日 本 図書 

入力 ： めいこ 

校正： 鈴 木 厚司、 もりみ つ じゅんじ 

2 003 年 9 月 g 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



